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A 社会科の授業方法に関心がある。 4.00 4.43
B 社会科の授業力の向上に関心がある。 4.05 4.29
C 社会科の授業において「考える力」の育成に関心がある。 3.95 4.52
D 日常の経済現象や企業活動に関心がある。 3.50 3.95






















L 社会科授業で、社会や経済のしくみを使う方法について理解している。 2.86 3.57












分かる。モデルの適合度 CFIは0.627である。係数は f3から Nの係数を除いて有意であ
る。また、 1回目のアンケートのデータに共分散構造分析をおこなった結果では、f1か
らA～Eを除いて係数は有意でなく、モデルの適合度CFIは0.545であった。
データ数がやや少なく、モデルの適合度も十分に高いと言えないが、映像フィードバッ
クシステムの導入により、「社会科授業に対する関心」（f1）の高さが、「社会科授業におけ
る児童・生徒の関心の重要性に対する認識」（f2）、「社会科授業における社会や経済のし
くみの重要性に対する認識」（f3）を高めたと解釈できるのではないだろうか。
以上の分析から、映像フィードバックシステムの導入により、映像と評価を統合し可視
化する学生参加型授業は一定の効果をもったと考えられる。 （担当：武井）
６．成果
映像フィードバック、クリッカーによる相互評価を取り入れた学生参加型の授業実践を
通じて、汎用的能力の育成への教育効果の検証と、学生の参加意識、学習意欲向上に繋が
る教授法の検討を行った。授業実践で得られた各データ分析結果から、映像と同時に、時
間的な推移とともに自己評価、他者評価が得られる（可視化される）本システムの利用は
一定の教育効果があると考えられ、学生の学習意欲向上に繋がる可能性があると考えられ
る。今後は、学生参加型の授業実践および、情報の視覚化を活用した授業方法の検討の継
続を考えていきたい。
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